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現在の日本庭園は、1880（明治13)年に設けられた宮中の御料のため
の鴨場に始まります。鴨池の周囲ではカンガルーなどの鳥獣が飼育され、
1891（明治24）年頃には、動物園の体裁が整えられました。
 1903（明治36）年、鴨場は日本庭園として整備され、動物園が廃
止された翌年の1927（昭和２)年には、庭園の改装整備が行われました。
1929（昭和4）年からは、新宿御苑での秋の観菊会が始まり、戦後に
菊花壇として一般公開されて以来、多くの来園者に楽しまれています。

造営のいきさつ

日本庭園のあらまし

公開日 11月1日～15日
公開時間 9:00 a.m.～ 4:30 p.m. （最終入園4:00 p.m.）
*公開期間中は、特別開園期間として月曜日も休まず開園します。

新宿御苑の菊
新宿御苑の菊は、皇室ゆかりの伝統を受け継ぐものです。

新宿御料地鴨場模様替之図

写真：宮内庁書陵部
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旧御車寄

旧御凉亭のあらまし 建物平面図

旧御凉亭は、当時皇太子であった裕仁親王（後の昭和天皇）の御成婚
を記念して、台湾在住邦人の有志が造営、献上した建物です。これは、
1923（大正12）年の皇太子の台湾行啓を感謝して台湾側で募金活動
を行ったところ、５万円の寄付金が集まったため、中国風の涼亭を献上す
ることになったもので、1927（昭和２）年10月に完成しました。
 設計者は、もと台湾総督府の建築家であった森山松之助。当時
の新聞紙上で「水の上に建つ御休息所」「夏の御散策の際に涼をとる
建物」と、その設計意図を語っています。
 なお、建物の完成にあわせて、台湾総督府から台湾杉などが贈
られ、今も台湾杉が建物西側で育っています。

創建のいきさつ

旧御凉亭は、別名「台湾閣」と呼ばれるように、清朝中期以降の台湾
で用いられた閩南（ビンナン）建築様式の特徴を取り入れており、それ
らがこの建物の見どころとなっています。屋根の軒の反りや漆喰仕上
げとした棟の燕尾、瓦の色、旧御車寄の柱礎石の形や飾り石、内部
の装飾などに注目してみてください。
 また、建築材料についても、柱に台湾杉（亜杉）、天井の鏡板に
台湾扁柏や台湾桧（紅桧）が見られるなど、台湾から取り寄せたもの
が多く使われています。

建物の見どころ

濡縁の手すりや折り戸、欄間の
装飾に台湾風が伺えます。
天井は格組鏡天井で材料は台
湾産の扁柏、床は敷瓦を用いて
います。創建当初は中国風の家
具が置かれていました。

中国の建築様式を取り入れた部
分として、屋根の軒の反りや棟
の燕尾、柱礎石や飾り石の形な
どが挙げられます。
柱材は台湾杉、石材は伊豆産
の本小松石です。

玄関を入って右手の円窓には
「於牣魚躍（あゝ満ちて魚躍れ
り）」という天子を讃美する言葉が
意匠化されています。

漆喰塗りの外壁には、円形と八
角形の窓が交互に並び、細部ま
で凝った意匠になっています。

旧控室の窓4玄関の円窓2正面玄関旧御車寄1 旧御休息所内部3

献上された御凉亭の
工事設計図

建物は木造平屋建で、御休息所
の平面を卍形にしていることをは
じめ、屋根の形や色、内部の装
飾など細部にわたって中国の建
築に倣っており、日本では数少な
い本格的な中国建築の一つとい
えます。
1945（昭和20）年に空襲により
新宿御苑はほぼ全焼しましたが、
旧御凉亭は戦禍を免れ、創建当
時の姿を留めています。

建物の概要
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旧控室の窓


